
当院の基本理念と基本方針
 　基本理念
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。

 　基本方針
１　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
２　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
３　最良でより高度な急性期医療を目指します。
４　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
５　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
６　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

 公立能登総合病院　情報誌

常勤の病理医佐藤医師（手前）の病理診断の様子
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能登地区の急性心筋梗塞患者の早期治療へ能登地区の急性心筋梗塞患者の早期治療へ
（伝送心電図とドクターヘリの活用）（伝送心電図とドクターヘリの活用）

循環器内科　八重樫　貴紀
救急隊からの12誘導心電図伝送
　日本においても石川県においても、心疾患は死亡原因の第２位となっています。特に急性心筋梗塞を発症し
た場合、発症後いかに早く心臓の周囲を取り巻く血管（冠動脈）が塞がった部位を再開通させる治療ができる
かが、救命率の向上に重要です。そのためにはバルーンやステントによるPCI（経皮的冠動脈インターベンショ
ン）を病院到着後90分以内に行えるかどうかが重要となります。北陸地方は少子高齢化が深刻な過疎地を多く
抱え、いったん病気になった場合、緊急治療が可能な病院までの搬送に30分～ 1時間を要するのが現状です。
　救急搬送要請先の現場でモバイル型心電計を用いて施行した12誘導心電図を直接クラウドに送信し、心臓カ
テーテル治療が緊急で行える病院で受信するシステムの実証試験が、平成27年より福井大学医学部附属病院・
金沢大学附属病院救急センターの主導で石川県南加賀地区ならびに福井県で行われました。
　能登地区においても当院ならびに恵寿総合病院にタブレット
端末と病院端末を設置し、羽咋消防および奥能登消防本部の６
救急隊（輪島、珠洲、能登、穴水、志賀、富来）と連携して平
成29年2月より実証実験が行われ、七尾救急等でも追加で導入
されています。この伝送心電図を活用することで、搬送前に急
性心筋梗塞の診断を行い、搬送中に緊急PCIの準備をすること
が可能となりました。
　令和元年にこの伝送心電図で急性心筋梗塞の診断がなされ、
当院へ搬送となった2例は共に病院到着後90分以内のPCIが達成
できており、心臓リハビリを行って自宅退院となっております。

ドクターヘリによる急性心筋梗塞患者の搬送
　平成30年9月24日より石川県でもドクターヘリの運航が
開始され、約１年が経過致しました。令和元年11月末まで
のドクターヘリによる当院搬送症例の一覧を図1に示しま
す。
　当院の特徴として脳梗塞・出血とそれに関連した疾病の
患者が多く、外傷患者も多い傾向にありますが、心疾患
としては心不全2例、急性心筋梗塞2例、狭心症2例の搬送
がありました。急性心筋梗塞の2例は同乗のフライトドク
ターによる初期対応の後、病院到着後90分以内のPCIが達
成できており、また発症から3時間以内でのPCIも達成で
きており、七尾市内から救急車で搬送となった症例と匹敵
する速さでの治療が可能となっています。

心肺停止状態からの心拍再開・蘇生後の取り組み（体温管理療法）
　急性心筋梗塞患者の中には、AED（自動体外式除細動器）などを用いても容
易に再発する難治性心室細動の状態で搬送され、蘇生処置を継続させなければ
いけない方もおられます。
　心室細動・心静止から蘇生し、心拍が再開した昏睡（質問に対して意味のあ
る応答がない）状態の患者に対し、体温管理療法（最低24時間、32 ～ 36℃）
を行うことで脳後遺症を軽減させる取り組みを行っております。当院では静脈
内にバルーンカテーテルを留置し内部を冷却する方法（サーモガード®）で、
ブランケットなどで体外から冷却する方法と比べ迅速に安定した体温管理が可
能です。経皮的補助循環（PCPS）・大動脈内バルーンパンピング（IABP）等の
補助装置を併用した集中治療を行っていくことで、一人でも多くの急性心筋梗
塞患者を救命し社会復帰を目指す取り組みを行っております。
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伝送心電図を説明する八重樫医師

図 1（ドクターヘリ搬送患者内訳）



　訓練では、災害対策本部を立
ち上げ、建物やライフラインの
被害状況や入院患者様の安全確
認を中心とした情報収集、傷病
者に対するトリアージ、重症度や治療の優先度を迅速に判断し重症度に応じた診療
エリア毎の処置、入院が必要になった重症患者の対応等の訓練を行いました。
　緊張感を持った訓練で、それぞれの職員が災害時の対応を振り返る良い訓練とな
りました。
　近年、大規模災害が増えており、災害を想定した訓練が非常に重要となっており
ます。有事の際は、能登地区唯一の救命救急センターを有する災害拠点病院として
の役割を果たすため、今回の訓練の反省点を活かし今後も励んで参ります。

　令和元年10月26日（土）に、病院職員が少ない早朝の地震を想定した災
害対応訓練を実施しました。これは、災害時に限られた医療スタッフや医
薬品等の医療機能を最大限に活用して、可能な限り多くの傷病者の治療に
あたるための訓練です。
　訓練は毎年実施しており、消防職員の他にも国際医療福祉専門学校と田
鶴浜高等学校の皆さんにも協力していただいています。
　当院の災害対応訓練は、１部と２部に分かれており、第１部は、事故現
場での活動を主に、消防とＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の合同で、患
者の救出及びトリアージ（※１）を行いました。第２部は、病院での治療
を主に、搬送される大勢の救急患者の再トリアージも行う受け入れ訓練で
す。

（※1）　トリアージとは？
人的、物的資源が限られた状況で多数の傷病者に最善の治療を施す
ため、傷病者の緊急度、重症度により治療の優先度を決めること。
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災害対応訓練レポート



　

骨
粗
し
ょ
う
症
（
骨
粗
鬆
症
）
と
は
、

骨
の
強
度
が
低
下
し
て
も
ろ
く
な
り
、
骨

折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
（
図
１
）。

骨
の
強
度
が
低
下
す
る
主
な
要
因
と
し
て

は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

の
欠
乏
、
加
齢
、
運
動
不
足
な
ど
の
生
活

習
慣
の
3
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
症
状
は
、
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
番
問
題
と
な
る
の
は
、
転
倒
や
く
し
ゃ

み
な
ど
の
わ
ず
か
な
衝
撃
で
も
骨
折
し
や

す
く
な
る
こ
と
で
す
。
体
の
な
か
で
ど
の
部

分
の
骨
が
折
れ
や
す
い
か
は
、
年
齢
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

50
歳
代
頃
か
ら
、
前
腕
骨
の
手
首
部
分

で
あ
る
橈
骨
（
と
う
こ
つ
）
や
脊
椎
の
骨

の
主
要
部
で
あ
る
椎
体
（
つ
い
た
い
）
を

骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
60
歳
代
頃
か

ら
椎
体
骨
折
が
増
え
始
め
、
70
歳
代
に
な

る
と
前
腕
部
の
骨
折
よ
り
も
椎
体
骨
折
が

上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
72
～

73
歳
頃
か
ら
大
腿
骨
（
太
も
も
の
骨
）
近

位
部
の
骨
折
が
前
腕
部
を
上
回
る
よ
う
に

な
り
、
75
歳
以
上
で
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

脊
椎
の
椎
体
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
骨
折
す

る
と
、
背
骨
が
変
形
し
て
背
中
が
丸
く
盛

り
上
が
っ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
背
骨
の
変
形
が
起
こ
る
と
、
首
や
肩
、

腕
、
腰
、
呼
吸
器
、
消
化
器
な
ど
体
の
あ

ち
こ
ち
に
多
様
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
腿
骨
近
位
部
の
骨
折
は
寝

た
き
り
の
原
因
と
し
て
脳
血
管
障
害
に
次

い
で
多
く
、
そ
の
う
ち
20
％
の
方
は
骨
折

後
1
年
で
亡
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
図
２
）。
残
り
の
大
半
の
方
に
つ
い
て
も
、

寝
た
き
り
に
な
る
結
果
、
認
知
症
な
ど
を

発
症
す
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
部
位
の
骨
折
で
も
、
活
動

性
が
低
下
し
、
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で

す
。
運
動
不
足
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
骨
が

弱
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
骨
折
を
す
る
と
さ
ら
な
る
骨
折

の
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
（
図
３
）。
こ
の

た
め
、
骨
折
す
る
前
の
骨
粗
し
ょ
う
症
の

１
次
予
防
お
よ
び
骨
折
し
て
か
ら
の
骨
粗

し
ょ
う
症
の
２
次
予
防
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断
に
は
骨
評
価
や

骨
密
度
測
定
の
検
査
が
あ
り
、Ｄ
Ｘ
Ａ
（
デ

キ
サ
）
法
が
標
準
的
に
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い

2
種
類
の
Ｘ
線
を
使
っ
て
骨
量
を
測
定
す

る
方
法
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断
時

に
は
、
背
骨
の
腰
に
近
い
部
分
（
腰
椎
）

と
大
腿
骨
近
位
部
の
2
つ
の
部
位
を
測
定

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
や
Ｃ
Ｔ
、

Ｎ
Ｒ
Ｉ
と
い
っ
た
画
像
検
査
、
血
液
検
査

や
尿
検
査
に
よ
る
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
の
測

定
、
身
長
測
定
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

当
院
で
も
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
で
の
診
断
お
よ
び

骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
で
の
診
断
が
で
き
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
で
は
薬
剤
治
療
が

中
心
と
な
り
ま
す
が
、
食
事
や
運
動
と
い
っ

た
生
活
習
慣
の
改
善
も
重
要
で
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る

薬
剤
は
、
骨
吸
収
を
少
な
く
す
る
薬
（
骨

吸
収
抑
制
薬
）、骨
形
成
を
助
け
る
薬
（
骨

形
成
促
進
薬
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
量
を

増
や
す
薬
（
骨
・
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調
整

薬
）
の
3
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
高
齢

の
方
の
場
合
、
古
い
骨
が
新
し
く
置
き
換

わ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
あ
る
程

度
長
期
間
の
服
薬
が
骨
密
度
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
重
要
で
す
。

　

最
近
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
対
す
る
治
療

薬
が
さ
ま
ざ
ま
出
て
き
て
お
り
、
特
に
注

射
薬
は
骨
密
度
上
昇
効
果
お
よ
び
骨
折
予

防
効
果
が
強
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
当
院

で
も
最
新
の
薬
物
治
療
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
認
定
の
認
定
医
は

石
川
県
で
12
名
お
り
能
登
地
区
で
は
私
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
能
登
地
区
の
骨
粗

し
ょ
う
症
治
療
に
お
い
て
お
役
に
立
て
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
公
立
能
登
総
合
病
院

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　
整
形
外
科
外
来

　
☎
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
０
２

知っ得 ナットク カラダのこと
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図１：骨粗しょう症の背骨

正常な人の背骨 骨粗鬆症の人の背骨

図２：大腿骨頚部骨折患者の受傷後
生存曲線
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２０％の人が１年後に亡くなることになる

5倍
増
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増

最最初初のの骨骨折折

22回回目目のの骨骨折折

33回回目目のの骨骨折折

44回回目目のの骨骨折折

3倍
増

ささららななるる骨骨折折へへ
ののリリススクク増増加加率率86%

図３：骨折はさらなる骨折のリスクとなる

●先生●

整形外科副部長

大　成　一　誓

『骨粗しょう症』　
　　　について



　

脳
卒
中
（
脳
血
管
障
害
）
は
脳
の
血
管
に

な
ん
ら
か
の
障
害
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

病
し
ま
す
。
脳
卒
中
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
は
脳
の
血
管
が
つ
ま
る

「
脳
梗
塞
（
の
う
こ
う
そ
く
）」、
脳
の
血
管
が

切
れ
て
出
血
す
る
「
脳
出
血
」、
脳
の
動
脈
に

で
き
た
コ
ブ
が
破
れ
て
出
血
す
る
「
く
も
膜
下

出
血
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
脳
卒
中
の
な
か
で

も
脳
梗
塞
が
年
配
の
方
を
中
心
に
著
し
く
増
え

て
い
る
の
が
最
近
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
主
な
症
状
は
、手
足
の
（
半
身
の
）

麻
痺
、
し
び
れ
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
言
語

障
害
（
話
せ
な
い
、
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
）、

意
識
障
害
な
ど
で
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
が
何

ら
か
の
後
遺
症
を
残
し
、
完
全
に
回
復
す
る
こ

と
が
困
難
で
す
。
脳
卒
中
は
日
本
人
の
死
因
の

第
４
位
、
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
の
第
１
位
で

あ
り
、
や
っ
か
い
な
病
気
で
す
。

　

能
登
地
区
で
は
脳
卒
中
は
年
間
約
８
０
０

件
発
症
し
て
お
り
、
能
登
地
区
の
高
齢
化
の

影
響
も
あ
っ
て
か
発
症
率
は
全
国
平
均
や
加

賀
地
区
の
約
1.5
倍
で
す
。
当
院
で
は
年
間
約

４
０
０
件
の
脳
卒
中
の
患
者
が
入
院
し
ま
す
。

　

脳
血
管
内
治
療
（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）と
は
、

脳
の
病
気
（
主
に
脳
卒
中
）
に
対
し
て
、カ
テ
ー

テ
ル
と
呼
ば
れ
る
血
管
内
に
挿
入
す
る
細
い
管

に
て
行
う
治
療
の
こ
と
で
す
。
従
来
の
開
頭
手

術
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、〝
切
ら
ず
に
治
療
〟

で
き
ま
す
。
近
年
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
治
療

件
数
も
徐
々
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
開

頭
手
術
に
比
べ
て
歴
史
の
浅
い
治
療
法
で
、し
っ

か
り
と
し
た
治
療
を
行
え
る
専
門
医
や
病
院

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
新
し
い
治
療
器
具

や
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
年
々
登
場
し
て
き
て
お
り
、

進
歩
が
め
ざ
ま
し
い
分
野
で
す
。
治
療
内
容
に

よ
っ
て
、
局
所
麻
酔
で
行
う
も
の
と
全
身
麻
酔

で
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
に
は
、
常
勤
の
脳
血
管
内
治
療
専
門

医
が
お
り
、
治
療
件
数
は
年
間
約
50
件
で
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

脳
血
管
内
治
療
の
対
象
と
な
る
病
気

◎
超
急
性
期
脳
梗
塞

　

脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
し
ま
い
脳
の
血
流
が

な
く
な
る
と
脳
の
組
織
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
状
態
を
脳
梗
塞
と
い
い
ま
す
。
脳
の
血
管

が
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
数
時
間
以
内
に
再

び
血
が
流
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
脳
組
織
が
死

な
ず
に
す
み
、
後
遺
症
が
軽
く
す
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
と

い
う
注
射
薬
（
血
の
か
た
ま
り
を
溶
か
す
薬
）

を
用
い
た
治
療
と
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
あ
り

ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
は
、
つ
ま
っ
た
脳

の
血
管
に
細
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
誘
導
し
、
血
の

か
た
ま
り
を
取
り
除
い
て
脳
の
血
流
を
再
開
さ

せ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
こ
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が

国
内
で
開
始
さ
れ
、
当
院
で
も
積
極
的
に
行

い
、
能
登
地
区
は
全
国
的
に
も
人
口
当
た
り
の

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
件
数
が
多
い
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
く
も
膜
下
出
血
、
脳
動
脈
瘤

　

脳
動
脈
瘤
は
、
血
管
の
〝
コ
ブ
〟
で
、
破

裂
す
る
と
、
く
も
膜
下
出
血
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
破
裂
し
た
脳
動
脈
瘤
や
、
破
裂
前
の
脳

動
脈
瘤
で
も
大
き
な
も
の
は
、
破
裂
の
予
防
の

た
め
治
療
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
は
、
脳
動
脈
瘤
の
中
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
誘
導

し
、
プ
ラ
チ
ナ
製
の
コ
イ
ル
を
詰
め
る
治
療
で
、

開
頭
手
術
と
比
べ
負
担
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま

す
。
脳
動
脈
瘤
に
対
す
る
治
療
は
今
ま
で
開
頭

手
術
が
主
流
で
し
た
が
、
近
年
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
国
内
外
と
も
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
治
療
と
な
り
ま
し
た
。

◎
頚
動
脈
狭
窄
症

　

大
脳
に
血
液
を
送
る
血
管
で
あ
る
頚
動
脈

（
首
の
血
管
）
の
動
脈
硬
化
で
起
こ
る
頚
動
脈

狭
窄
症
は
、
血
管
が
狭
く
な
る
ほ
ど
脳
梗
塞

を
起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
で
は
、
狭
く
な
っ
た
頚
動
脈
に
ス
テ

ン
ト
と
呼
ば
れ
る
金
属
製
の
筒
を
留
置
し
、
血

管
を
拡
張
さ
せ
ま
す
。
頚
動
脈
狭
窄
症
に
対
し

て
は
、
ま
ず
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
が
、
狭
窄

が
強
い
（
血
管
が
非
常
に
狭
い
）
場
合
、カ
テ
ー

テ
ル
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
常
勤
の
脳
神
経
外
科
医
は
３
名
、

脳
神
経
内
科
医
は
１
名
で
、
施
設
あ
た
り
の

脳
卒
中
診
療
専
門
医
数
は
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
緊
急
の
脳
の
画
像
検
査
（
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

は
24
時
間
い
つ
で
も
実
施
可
能
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
こ
の
病
気
と
治
療
の
認
識
を
も

ち
、
脳
卒
中
の
早
期
受
診
の
重
要
性
を
理
解

す
る
こ
と
で
、
発
症
直
後
に
来
院
す
る
患
者
さ

ん
が
増
え
れ
ば
、
今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
脳
卒

中
の
患
者
さ
ん
が
、
重
い
後
遺
症
を
残
す
こ
と

な
く
回
復
す
る
と
い
う
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
は

ず
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
公
立
能
登
総
合
病
院

　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　
脳
神
経
外
科
外
来

　
☎
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
０
４

知っ得 ナットク カラダのこと
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出典：国立循環器病研究センター

●先生●

脳神経外科副部長

吉　田　優　也

『脳卒中に対する脳血管内
治療（カテーテル治療）』
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便
秘
と
は
、
排
便
の
回
数
が
減
る
こ
と
で

す
が
、
人
に
よ
っ
て
排
便
回
数
は
1
日
２
―

３
回
の
人
か
ら
２
―
３
日
に
1
回
く
ら
い
の

人
ま
で
幅
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
大
き
く
か

け
離
れ
る
場
合
は
何
ら
か
の
病
気
の
可
能
性

を
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
排
便
習
慣
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
く
症
状
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
便
秘
と
考
え
な
く
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
断
基
準
を
総
合
す

る
と
便
秘
と
は
、｢

排
便
回
数
の
減
少
、
か

つ
（
ま
た
は
）
排
便
困
難
感
を
呈
す
る
疾
患｣

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
排
便
困
難
感
と

は
残
便
感
、
排
便
痛
、
腹
部
膨
満
感
、
腹
痛

や
硬
便
な
ど
を
指
し
ま
す
。
便
秘
が
一
過
性

で
な
く
6
ヶ
月
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続

す
る
場
合
は
慢
性
便
秘
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　

慢
性
便
秘
の
頻
度
で
す
が
、
人
口

１
０
０
０
人
に
つ
き
男
性
は
26.0
人
、
女
性
は

48.7
人
と
女
性
に
多
い
で
す
が
、
80
歳
以
降
は

男
性
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
今
や
超
高
齢
社

会
を
迎
え
て
慢
性
便
秘
の
患
者
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
便
秘
を
分
類
す
る
と
、
原
因
不
明
の

機
能
性
（
原
発
性
）
と
、
原
因
が
特
定
で
き

る
二
次
性
（
続
発
性
）
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

原
発
性
便
秘
は
、大
腸
通
過
時
間
の
差
に
よ
っ

て
、
結
腸
通
過
時
間
正
常
型
、
結
腸
通
過

時
間
遅
延
型
、
便
排
出
障
害
型
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　

結
腸
通
過
時
間
正
常
型
は
、
便
意
の
低
下

を
特
徴
と
し
て
、
腹
部
不
快
感
や
腹
痛
な
ど

の
症
状
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
幼
少
時
の
意
識

的
排
便
抑
制
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
加
齢
に
よ
る
食

事
摂
取
量
減
少
で
糞
便
量
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
排
便
回
数
の
減
少
を
き
た
し
ま
す
。

　

結
腸
通
過
時
間
遅
延
型
は
、
食
後
の
大
蠕

動
な
ど
の
消
化
管
運
動
脳
が
低
下
し
て
い
る
場

合
に
起
こ
り
、
重
症
例
は
女
性
に
多
く
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
関
与
も
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
排
出
障
害
型
は
、
便
意
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
排
便
で
き
ず
、
強
い
怒
責
を
訴
え

ま
す
。
原
因
と
し
て
骨
盤
底
筋
協
調
運
動
障

害
、
腹
圧
（
怒
責
力
）・
直
腸
知
覚
・
直
腸

収
縮
力
の
低
下
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
二
次
性
便
秘
に
は
、
器
質
性
便
秘
（
腫
瘍
性

狭
窄
、
術
後
狭
窄
な
ど
）、
症
候
性
便
秘
（
糖

尿
病
、内
分
泌
疾
患
、神
経
変
成
疾
患
な
ど
）、

薬
剤
性
便
秘
（
抗
う
つ
・
抗
不
安
薬
、
オ
ピ

オ
イ
ド
薬
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。

　

慢
性
便
秘
治
療
の
第
一
歩
は
薬
物
治
療
を

開
始
す
る
前
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
あ
り
ま

す
。｢

毎
日
排
便
の
あ
る
こ
と
が
正
常
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
が
健
康
に
必
要

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と｣

、｢

食
物
繊
維
や

水
分
を
十
分
に
摂
る
こ
と｣

を
十
分
に
意
識

し
て
、
薬
物
治
療
へ
の
依
存
を
減
ら
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
排
便
パ
タ
ー
ン
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
般
的
に“

快
便”

と
言
わ
れ
る
人
は
、

毎
日
同
じ
時
間
に
排
便
習
慣
を
持
ち
、
こ
れ

は
反
射
的
行
動
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
排
便

に
よ
い
時
間
帯
は
散
歩
や
朝
食
後
2
時
間
以

内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

排
便
時
の
姿
勢
は
、
35
度
の
前
傾
姿
勢
が

よ
い
と
さ
れ
、
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
（
蹲
踞
）
を

ス
ク
ワ
ッ
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
い
、
み
な
さ
ん

も
ご
存
じ
の
〝
考
え
る
人
〟
の
よ
う
な
体
勢

で
す
が
、
こ
の
姿
勢
は
解
剖
学
的
に
も
っ
と
も

排
便
が
容
易
と
な
る
体
勢
で
す
。

　

便
秘
治
療
薬
に
は
、
様
々
な
作
用
機
序
の

も
の
が
あ
り
、
緩
下
剤
（
便
を
軟
ら
か
く
す

る
）、
膨
張
性
下
剤
（
便
の
量
を
増
や
す
）、

大
腸
刺
激
性
下
剤
（
腸
管
収
縮
運
動
を
促
進

す
る
、
耐
性
現
象
あ
り
）、
消
化
管
運
動
機

能
改
善
薬
（
腸
管
収
縮
運
動
を
促
進
す
る
）、

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
（
腸
内
細
菌
叢
に
影
響

す
る
）、
漢
方
薬
が
あ
り
ま
す
。

　

便
秘
、
排
便
習
慣
に
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
消
化
器
内
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

診
察
・
検
査
か
ら
心
配
な
器
質
性
便
秘
を
除

外
し
つ
つ
、
適
切
な
薬
物
治
療
と
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Quality of life

）

の
保
た
れ
た
〝
快
便
〟
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
公
立
能
登
総
合
病
院

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　
消
化
器
内
科
外
来

　
☎
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
０
３

知っ得 ナットク カラダのこと

薬物治療への
依存を減らす

食物繊維や水分を意識して摂取

2020　95号 　陽だまり　6

●先生●

内科副部長

髙　畠　　　央

『慢性便秘』　　
　　　について
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こころのバリアフリー作品展にこころのバリアフリー作品展に
　　　　　　　　　　　　　　出展しました。出展しました。
　当院に精神科デイケアがあるのはご存知ですか？
精神科外来通院治療の一環として「人と上手く付き
合う」「病気の知識を増やす」ことなどを通して『症
状と上手く付き合い自分らしい生活を送る』ために
活動しています。
　活動内容は畑やスポーツ、料理など様々ですが、
手工芸活動や新聞作成といった活動では、治療活動
の一環として毎年七尾市障害者週間事業「こころの
バリアフリー作品展」に出展しております。今年度
は11月30日から12月9日までミナ・クル3階七尾市
立図書館前で行われました。
　作品への愛着が持てるようになることで達成感や
満足感がより感じられ、それが心の安定や次のス
テップへと繋がっています。
　当院でも『デイケア作品展』を毎年1ヵ月間程度
開催しております。開催の際には、是非ご覧になっ
てください。

飲食スペースを飲食スペースを
　　　　　　新たに設置しました！新たに設置しました！
　当院１階の自販機コーナー横に新しく飲食スペー
スを設置いたしました。
　外来の検査や健診に訪れる方の中には、検査日前
夜から食事を取っていない方もいらっしゃいます。
そのため、以前から検査が終わり次第すぐに食事が
出来る場所が欲しいとの要望がありました。簡素な
スペースにはなりますが、隣の自販機コーナー、コ
ンビニで購入されたものや持参されたものなどの飲
食スペースとして、24時間ご利用いただけます。

　令和２年１月より、「神経内科」の名称を「脳神
経内科」へと変更しました。
　脳神経内科への変更は名称のみで、治療する病気
については、従来の神経内科からの変更はありませ
ん。診察についても、従来からいる神経内科の医師
が引き続き担当いたしますので、通院中の患者様は、
これまでどおり外来Ｃブロックにて受診することが
できます。既に神経内科の名称で予約がある方は、
予約の取り直し等も不要となっています。
　また、当院の脳神経内科は、完全予約制となって
おりますので、受診希望の方は、一度当院外来Ｃブ
ロック受付までお電話にてお問い合わせください。
　Ｃブロック受付：（0767）52-8704

「神経内科」から「神経内科」から
「「脳脳神経内科」へ神経内科」へ
名称が変わりました。名称が変わりました。

受診時の持ちもの受診時の持ちもの

①健康保険証①健康保険証
②診察券②診察券
③お薬手帳③お薬手帳
④紹介状（診療情報提供書）④紹介状（診療情報提供書）
　※かかりつけ医のいる方　※かかりつけ医のいる方

　受診時に受付・診察がスムーズにでき
るよう上記のものをお持ちくださるよう
お願いします。
　特に初診の方で③のお薬手帳はお忘れ
の方が多いので、お持ちの方は必ずお持
ちください。
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外 来 診 療 予 定 表
診療担当医が変更になる場合があります。希望される医師がある場合は、電話にてご確認の上、ご来院ください。　（2020.2.1）

℡は外線番号　　　作業療法：１か月に１回　生田
●外来診療受付（平日の時間内）
　一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
　但し、診療科によって受付時間が異なる場合もありますので、ご留意ください。

受　付 診察室
月 火 水 木 金

午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

受付Ａ１

℡52-8702
外科１ 守　友

手　術

石　黒

手　術

牛　島

手　術

徳　楽

手　術

鈴　木

手　術外科２ 守　友 徳　楽 石　黒

外科３ 大学医
呼吸器/腫瘍

大学医
呼吸器/腫瘍 牛　島

心臓血管外科
第１.３金曜

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷

外来手術
（予約のみ）

長　谷

外来手術
（予約のみ）

長　谷

外来手術
（予約のみ）

長　谷

摂食嚥下
外　来

（予約のみ）

歯科口腔外科 小　山 小　山 小　山 小　山 小　山

歯科口腔外科 舩　木 舩　木 舩　木 舩　木 舩　木

歯科口腔外科 大学医 大学医 大学医

受付Ａ２

℡52-8702
整形外科１ 高　木

手　術
手　術

装具外来
14：00～15：00

手　術 手　術

高　木
手　術

装具外来
13：30～15：00

整形外科２ 伊　井
（初診）

伊　井
（初診）

岡　山
（初診）

岡　山
（脊椎専門）

伊　井
（関節専門）

整形外科３ 岡　山 大　成 大　成
高　木
（初診）

大　成
（初診）

小児発達支援 柏原（第４）
13：30～15：00

受付Ｂ１

℡52-8703
消化器内科 髙　畠 中　村 中　村 髙　畠 藤　原

皮膚科１ 谷　内
手術・検査

谷　内
手術・検査

谷　内 谷　内
谷内15：00～16：30
（予約・紹介のみ） 大学医

手術・検査
皮膚科２ 大学医 牧　野 牧　野

牧野15：00～16：30
（予約・紹介のみ） 牧　野 牧　野

形成外科１ 杉　下 杉　下

手　術
13：30～17：00

杉　下

手　術
13：00～17：00

杉　下

手　術
13：00～17：00

杉　下

形成外科２

美容外科 杉　下
13：30～17：00

　　　　　
（第１金曜）

杉　下
14：00～17：00

受付Ｂ２

℡52-8703
内科１（初診） 泉　谷

当番医

（紹介のみ）

山　端

当番医

（紹介のみ）

大学医

当番医

（紹介のみ）

藤　岡

当番医

（紹介のみ）

中　島

当番医

（紹介のみ）

内科２ 藤　岡 中　島 藤　岡 山　端 泉　谷

内科３ 藤　原 吉村光

内科４ 横　山 村　本 横　山 中　島 村　本

循環器内科１ 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

循環器内科２ 中　野 八重樫 中　野 八重樫 中　野

受付Ｃ１

℡52-8704
神経内科１ 町　谷

予約のみ
町　谷
予約のみ

町　谷
予約のみ

町　谷
予約のみ

（町　谷）
往　診

神内・血液 細　川
（血液内科）

大学医
（神内・予約）

耳鼻咽喉科１ 張　田 張　田
14：30～16：30 坂　本

手術・検査
張　田

手術・検査
張　田

初診10：00まで 手術・検査
第２第４
能　田

張　田
初診10：00まで 手術・検査

耳鼻咽喉科２ 熊　井
9：30～ 張　田 木　下 熊　井

初診10：00まで
西　前

初診10：00まで

受付Ｃ２

℡52-8704
脳神経外科１ 圓　角

（初診）
吉　田
（初診）

圓　角
（初診）

吉　田
（初診）

喜　多
（初診）

脳神経外科２ 吉　田 圓　角 喜　多 喜　多 圓　角

眼科１ 塩　谷 検査・手術 塩　谷 検査・手術 塩　谷 手　術 塩　谷 検査・手術

眼科２ 佐　伯 検査・手術 佐　伯 手　術 佐　伯 検査・手術 佐　伯 検査・手術

受付Ｄ１

℡52-8705
泌尿器科１ 南／大学医 手　術

入院検査

上　木 手術

入院検査

南 検査処置
入院検査
他科回診

上　木 手　術

入院検査

青　山 検査処置
入院検査
他科回診泌尿器科２ 大学医

（初診）
青　山
（初診）

上　木
（初診）

大学医
（初診）

南
（初診）

小児科１ 松　田 和　田
１ヵ月検診

和　田
中村（心臓）
第２第４ 金　子 池　野

金　子

和　田

小児科２ 池　野 金　子 池　野
池　野
（発達） 池　野 松　田

受付Ｄ２

℡52-8705
産婦人科１ 大学医（藤田）

予約外11：00まで
富　澤
予約のみ １ヵ月検診 大学医

（高倉）
大学医（笹川）
予約外10：00まで 手　術

大学医
（髙木） 手　術

産婦人科２ 富　澤
妊婦健診
予約のみ 助産外来 富　澤 富　澤 富　澤

精神
センター

℡52-6619

精神科１ 髙　田 髙　田 髙　田

精神科２ 平　松 平　松
13：30～15：00 平　松 平　松 平　松

精神科３ 小　坂 小　坂 小　坂 小　坂

精神科４ 古　谷 古　谷 古　谷

健診部 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師

放射線科
中　村（月～金）・森　永（月～金）・長　岡（月～金）

松　井（画像診断）
萱　野（核医学）

南（血管内治療）　 
滝（核医学）

高　松（放射線治療）

能登島
診療所

℡84-1014

外来診療 山　下
※13：30まで 真　智 山　下 真　智

休　診
真　智 真　智 山　下 休　診

禁煙外来（要予約） 〇 〇 〇 〇

訪問診療 山　下 山　下 山　下 ※山下（釶打診療所）
13：30～16：30

整形外科
の受付は
10:30まで


